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１．１．１．１．等級別格付認定基準について【確認事項】等級別格付認定基準について【確認事項】等級別格付認定基準について【確認事項】等級別格付認定基準について【確認事項】 

 

 

・平成２８年度の格付認定は、以下のとおり実施します。 

 

工事の種類 
格付け区分 

年間平均完成工事高 技術者 
等級 総合数値 

土木一式工事 

A 740 点以上 100,000 千円以上 1 級 2 名以上 

B 640～739 点 30,000 千円以上 2 名以上 〔※①〕 

C 639 点以下 － － 

建築一式工事 

A 700 点以上 50,000 千円以上 1 級 2 名以上 

B 540～699 点 25,000 千円以上 2 名以上 〔※①〕 

C 539 点以下 － － 

※① 建設業法第 7 条第 2 号イロハ又は建設業法第 15 条第 2 号イロハに該当する者。 

 

※ 格付基準の総合数値は、次に掲げる「客観的審査事項」の審査点数と「主観的

審査事項」の審査点数を合わせた数値となります。 

 

【客観的審査事項】 

・建設業法第 27 条の 23 第 3 項に基づく経営事項審査結果の「総合評定値」 

 

【主観的審査事項】 

① 特定建設業の認定の有無 

    認証の範囲に係る工事に付与する。             10 点 

② 信用度 

  ・不誠実な行為等により指名停止を受けた場合は、100 点を限度に審査点数

から減じます。 

③ 消防団員数 

  ・雲仙市消防団に所属する代表者又は常勤従業員数      最高 30 点 
  〔1 人‥10 点 ２人‥15 点 ３人‥20 点 ４人‥２５点 ５人以上‥３０点〕 

 ④ 障害者雇用 

  ・ 市内在住の障害者を１名以上常時雇用している建設会社     10 点 

 ⑤ 工事成績 

  ・基準日（毎年３月３１日）の前年１月１日から１２月３１日までの１年間で、

工事完成検査を実施した工事において、市が評定した工事成績を基に、各建設業

者の工種別平均点を算出し、次の表の成績区分のとおり付与点として加える。 

成績区分 
60 点未満 60 点以上 65 点以上 75 点以上 80 点以上 

 
65 点未満 75 点未満 80 点未満 

 
付与点 -40 -20 0 20 40 

 

 

 



 

２２２２．工事別発注基準につい．工事別発注基準につい．工事別発注基準につい．工事別発注基準についてててて【【【【確認・改定確認・改定確認・改定確認・改定】】】】 

 

 

工事別発注基準表工事別発注基準表工事別発注基準表工事別発注基準表                                                                                            【確認事項】【確認事項】【確認事項】【確認事項】    

種   類 等級 請負対象額 

土木一式工事 

A 20,000 千円以上 

B 5,000 千円以上 20,000 千円未満 

C 5,000 千円未満 

建築一式工事 

A 25,000 千円以上 

B 5,000 千円以上 25,000 千円未満 

C 5,000 千円未満 

 

 

 

 

「「「「水道施設工事水道施設工事水道施設工事水道施設工事」」」」のののの発注について発注について発注について発注について、以下のとおり改定します。、以下のとおり改定します。、以下のとおり改定します。、以下のとおり改定します。【改定】【改定】【改定】【改定】    

 

・これまでは、全ての水道施設工事の発注において、雲仙市の「指定給水装置工事 

事業者」であることを要件としていましたが、今後は、給水装置工事を含む「水 

道施設工事」の発注において、雲仙市の「指定給水装置工事事業者」であること 

を要件とします。 

 

 

【現行：平成２７年度】 

 【水道施設工事の発注について】 

 ①許可区分  「水道施設工事」の許可業者であること。 

 ②完成工事高の取扱い 「水道施設工事」のみの完成工事高 

 ③雲仙市の「指定給水装置工事事業者」であること。 

 

 

 

【改定：平成２８年度】 

 【水道施設工事の発注について】 

 ①許可区分  「水道施設工事」の許可業者であること。 

 ②完成工事高の取扱い 「水道施設工事」のみの完成工事高 

 ③給水装置工事を含む場合は、雲仙市の「指定給水装置工事事業者」であること。 

 

 

 



 

３３３３．．．．工事費内訳書について工事費内訳書について工事費内訳書について工事費内訳書について【改正】【改正】【改正】【改正】    

    

    

工事費工事費工事費工事費内訳書内訳書内訳書内訳書取扱要領の改正取扱要領の改正取扱要領の改正取扱要領の改正    

＜主な改正点＞ 

工事費内訳書は、入札案件によって、電子入札システムと紙入札による提出があ

ることから、入札参加者の負担軽減を図るため、工事費内訳書に代表者印の押印は

必要としないこととする。 

 

第 4 条(内訳書の様式及び記載内容) 

〔現行：平成２７年度〕 

イ 様式は、任意とし、商号又は名称、代表者氏名、住所、工事番号、工事名及び

工事場所を記載し、並びに押印する(電子入札システムにより提出する場合を除

く。)ものとする。 

 

 

 

〔改正：平成２８年度〕 

イ 様式は、任意とし、商号又は名称、代表者氏名、住所、工事番号、工事名及び

工事場所を記載するものとする。 

※本要領は、雲仙市 HP「入札・契約に関する制度等」に掲載しておりますので、

改正内容を必ずご確認ください。 

 

 

その他注意点その他注意点その他注意点その他注意点    

＜一般競争入札で実施する入札案件について＞ 

数量総括表に掲げる費目、工種、種別及び細目並びに諸経費に相当する項目の単

位、員数、単価及び金額を記載し、合計額は、値引き、マイナス計上の項目（スク

ラップ控除等マイナスで計上すべきものを除く。）を設けないで記載してください。 

 また、内訳書の様式は任意としておりますが、内訳書表紙を雲仙市 HP「様式・

書式・契約書」に「工事費内訳書表紙（例）」を掲載しておりますので、参考にし

てください。 

 

＜設計金額５百万円未満の「指名競争入札」で実施する入札案件について＞ 

積算内訳が分かる直接工事費、共通仮設費、現場管理費、一般管理費、その他経

費等を記載してください。又は、別紙様式１により作成してください。 

    



 

４４４４．市．市．市．市内営業所（本社を除く）に係る内営業所（本社を除く）に係る内営業所（本社を除く）に係る内営業所（本社を除く）に係る入札入札入札入札参加参加参加参加条件条件条件条件についてについてについてについて【方針】【方針】【方針】【方針】    

    

平成２７年度の施政方針を踏まえ、「市内建設業の育成」、「適正な条件設定のも

とでの競争性・公平性の確保」を基本原則としつつ、雇用の確保及び拡大に寄与で

きる入札制度とすべく、これまでどおり市内本社を基本としながら、雇用面で市に

貢献のある市内営業所について、一定の制限のもとでの入札参加条件を試行してい

ます。 

 

 

①［平成 25年度以降］ 

平成 25年度以降は、市内本社への発注を基本とする。 

但し、競争性確保の観点から、市内営業所（本社を除く）、市外の営業所へと拡

大する場合がある。なおその際、雲仙市内の営業所設置年数、市民の常勤雇用従業

員数等を考慮する場合もある。 

 

 

 

 

[平成２７年度より試行] 

上記①を基本として、市内営業所の入札参加条件を次のとおり試行する。 

 

平成２７年度中に公告する制限付一般競争入札において、建築一式工事を除く全

ての工種の入札のうち、２件まで入札に参加できる条件とする。 

ただし、１件目の入札において落札をした者は、当該年度中は他の入札に参加で

きないものとし、同日に開札を行う入札に、２件の入札参加はできないものとする。

（同日開札日の入札に１件の入札参加とする。） 

なお、ＪＶ工事等の特殊な入札においては、本条件によらない場合がある。 

    

    

[平成２８年度 試行を継続] 

    

    



 

５５５５．．．．電子入札実施対象電子入札実施対象電子入札実施対象電子入札実施対象についてについてについてについて【方針】【方針】【方針】【方針】    

 

    

平成２７年度 

原則、全ての制限付一般競争入札、及び「土」Cランク、「建」Cランクを除く全 

ての工事の指名競争入札を実施します。 

なお、JV工事等の特殊な入札においては従来どおりの紙による入札を実施します。 

 

 

 

平成２８年度 

原則、全ての建設工事及び建設コンサルタント等業務の入札を実施します。 

なお、JV工事等の特殊な入札においては従来どおりの紙による入札を実施します。 
 

※電子入札参加対象となる方で、IC カードの利用者登録をされていない方は、IC 

カードや機器等を準備のうえ、雲仙市電子入札システムにアクセスし、IC カー 

ドの利用者登録を行ってください。 

この利用者登録をしないと電子入札システムにはログインできず、雲仙市の電子 

入札に参加できません。 

 

※雲仙市 HP「電子入札関係」に掲載している「操作マニュアル（登録等）」、及び 

「事前準備及び利用者登録はこちら」を参考に事前準備及び利用者登録を行なって 

ください。 

 

※電子入札に係る操作については、雲仙市 HP「電子入札関係」の電子入札システ 

ム操作マニュアル等に掲載している各操作マニュアルをご確認ください。 

 

 

その他注意事項その他注意事項その他注意事項その他注意事項    
・電子入札システムからも入札執行通知しますので、電子入札システムから通知書 

を確認され、受領確認書の提出ボタンを押してください。 

・建設工事の入札の場合で、工事費内訳書の提出については、電子入札システムの 

添付機能を利用して、電子ファイルにより、入札書提出時に添付して提出します。 

なお、添付ファイルは１つのみ添付ファイルは１つのみ添付ファイルは１つのみ添付ファイルは１つのみで、その容量は３MB以内ですのでご注意く 

ださい。（複数のファイルを順番に追加した場合、そのうちの１つしか複数のファイルを順番に追加した場合、そのうちの１つしか複数のファイルを順番に追加した場合、そのうちの１つしか複数のファイルを順番に追加した場合、そのうちの１つしか送付送付送付送付されされされされ

ませんのでませんのでませんのでませんので、必ず１つのファイルで提出ください。） 

・電子入札において、従来どおり紙による入札を希望する場合は、市長が認める場 

合は紙入札に移行することができます。 

・入札を辞退するときは、電子入札システムにより入札書受付締切日時までに提出

してください 

・「雲仙市電子入札実施要綱」は、雲仙市 HP「入札・契約に関する制度等」に掲 

載しておりますので、必ずご確認ください。 



 

６．入札監視員会．入札監視員会．入札監視員会．入札監視員会についてについてについてについて【改正】【改正】【改正】【改正】    

    

    

雲仙市入札監視委員会設置要綱雲仙市入札監視委員会設置要綱雲仙市入札監視委員会設置要綱雲仙市入札監視委員会設置要綱の改正の改正の改正の改正    

 

競争性・公平性の確保を図るため、建設コンサルタント等業務についても、業務

履行における問題点の有無や企業育成、経済性、競争性など多角的な観点から総合

的に検討していきます。 

 

＜改正点＞ 

本市が行った入札について、雲仙市入札監視員会が行う調査審議の対象に「建設

コンサルタント等業務」を加える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

７．７．７．７．入札の留意事項入札の留意事項入札の留意事項入札の留意事項    

    

    

雲仙市が執行する競争入札に関する取扱いについては、地方自治法、地方自治法施行令、

雲仙市契約規則その他関係法令及び雲仙市諸規程などに定めるもののほか、この留意事項

の定めるところによるものとします。 

    
    

【入札参加について】【入札参加について】【入札参加について】【入札参加について】    

（紙入札） 

1．入札参加者は、入札公告等（指名競争入札にあっては、入札執行通知書。以下同じ。）、

設計資料（設計図書及び参考図書。以下同じ。）及び現場並びにこの留意事項等を十

分理解したうえで、時間に余裕を持って入札に参加してください。    

２．代理人が入札に参加するときは、入札案件ごとに委任状が必要です。    

３．入札参加者は、代表者又は委任を受けた代理人のほかに１名までとします。 

４．入札開始時に出席のない入札参加者及び入札執行中に入札執行者の承諾を得ないで

入札会場を離れた入札参加者は、棄権したものとみなします。 

５．入札に参加するときは、使用印鑑（入札参加資格登録の使用印鑑。以下同じ。）を

持参してください。なお、代理人が入札するときは、委任状の代理人使用印鑑（以下

「代理人使用印鑑」という。）を持参してください。 

６．入札を希望しないときは、次により入札を辞退することができます。 

(1) 入札執行前にあっては、入札辞退届を提出してください。 

(2) 入札執行中にあっては、入札辞退届又は入札書に「辞退」と記載して、入札執行

者へ直接提出してください。 

７．「入札書」「委任状」及び「入札辞退届」は、雲仙市指定様式とします。なお、各

様式は、雲仙市ホームページ「入札・契約情報」（以下「ホームページ」という。）

から入手してください。 

８．「入札書」「委任状」及び「入札辞退届」には、鉛筆、シャープペンシル等訂正の

容易な筆記具や修正液、修正テープを使用しないでください。 

９．入札執行中は、常に静粛し、私語は慎んでください。 

1０．入札会場では、携帯電話の使用を禁止します。なお、携帯電話を持ち込む場合は、

携帯電話の電源を必ずお切りください。 

（電子入札） 

１１．入札参加者はシステムに登録された適正なＩＣカードを用いて、入札手続きを行

ってください。 

１２．入札参加者は、ＩＣカードの保管及び取り扱いに関して十分な注意を払ってくだ

さい。ＩＣカードを他の入札参加者等に譲渡若しくは貸与するなどの不正使用を行っ

た者又は同一の場所で他の入札参加者と協同して入札を行うなどの公正な競争を妨

げる行為を行った者は、入札参加資格を取り消します。    

１３．ＩＣカードの破損・盗難等の障害、パソコン・インターネット環境のシステム障

害などやむを得ない理由がある場合には、紙入札に移行することができます。ただし、



 

公告及び入札執行通知書に示す入札書受付締切日の正午までに紙入札移行承認申請

書により発注者の承認を得なければなりません。 

１４．電子入札で行う特定建設工事共同企業体における入札の場合は、下記に注意して

ください。 

(１) 雲仙市建設工事共同企業体取扱要領（平成１９年雲仙市告示第２７号）第９条に

規定する書面、入札公告において指定するものを公告で示す期間内に契約検査課に

持参して提出し、受理された参加者のうち、単独企業用として利用者登録された代

表構成員のＩＣカードにより電子入札に参加するものとします。 

(２) 入札を辞退するときは、入札執行前に入札辞退届を提出してください。 

１５．入札参加者は、コンピュータウイルスの感染予防としてウイルス対策用のアプリ

ケーションソフトを導入するなどの対策を講じ入札参加申請及び入札時には、ウイル

スチェック済みの電子ファイルを提出してください。 

（共通事項） 

１６．私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和22 年法律第54 号）等

に抵触する行為を禁止します。 

1７．不正又は妨害の行為があると認められる方の入札は、拒否します。 

1８．入札執行者が、次のいずれかに該当すると認めたときは、入札を延期、停止又は

中止することがあります。なお、この場合、入札参加者が損害を受けても市はその責

めを負いません。 

(1) 天災その他やむを得ない理由による場合。 

(2) 談合等、不正行為の事実がある場合又はおそれのある場合。 

(3) その他適正な入札の執行ができないおそれのある場合。 

 

【設計資料の入手】【設計資料の入手】【設計資料の入手】【設計資料の入手】    

１．入札参加者は、該当する入札案件の設計資料を指定された期限（指名競争入札にお

いては、入札日前日。以下同じ。）までに、必ずホームページから入手してください。

なお、工事及び建設コンサル以外の入札に係る設計資料は、しばらくの間郵送します。 

２．指定された期限内であれば、契約検査課窓口でも入手することができますが、原則

有償とします。 

３．設計資料をホームページから入手するときは、「ＩＤ」と「パスワード」が必要で

す。「ＩＤ」と「パスワード」は、年度初度の競争参加資格確認届出時（契約検査課

窓口）又は入札執行通知書でお知らせします。 

４．「ＩＤ」と「パスワード」は、紛失や他に漏れないように適正な管理をしてくださ

い。 

５．設計資料を適正な方法により入手していない場合は、入札に参加できません。 

６．入手した設計資料を他人に譲渡、販売又は貸与を禁止します。また、入札金額の積

算目的以外への使用も禁止します。 

 

 

 

    



 

【入札に関する質疑】【入札に関する質疑】【入札に関する質疑】【入札に関する質疑】    

１．入札に関し、不明な点や疑問点、確認したいことがあるときは、「仕様書に関する

質問書」（ホームページに掲載）にその内容を的確に記載し、指定された期間内にフ

ァックスにより質問してください。 

２．電話による質問には回答しません。 

３．質問の回答は、下記のとおり行います。 

(1) 設計資料をホームページより入手する案件は、ホームページに掲載します。 

(2) 上記以外は、入札参加者全員にファックスにより回答します。なお、回答書を受

け取ったときは、着信確認のため回答書ごとに必ず返信してください。 

 

【入札保証金】【入札保証金】【入札保証金】【入札保証金】    

１．入札参加者は、入札金額の100分の３以上の入札保証金（入札保証金に代わる担保

を含む。）を入札前に納付しなければなりません。ただし、入札公告等に「免除」と

ある場合は、納付する必要はありません。    

 

【入札書】【入札書】【入札書】【入札書】    

（紙入札） 

１．入札書には、入札参加資格登録の所在地、商号又は名称及び代表者氏名を記載して

ください。なお、代理人が入札するときは、代理人の氏名も記載してください。    

２．入札書には、使用印鑑を押印してください。なお、代理人が入札するときは、代理

人使用印鑑を押印してください。 

３．入札書には、入札公告等に記載している番号、名称及び履行場所を記載し、誤字、

脱字、記載漏れ等がないように十分注意してください。 

（電子入札） 

４．入札書の入力は正確に行い、入札書提出内容確認画面において入力内容を充分に確

認したうえで提出してください。    

５．入札書受付締切日時までに入札書が電子入札システムサーバーに記録されるよう余

裕をもって行ってください。 

６．入札書が正常に送信されたことを「入札書受信確認通知」で確認してください。 

（共通事項） 

７．入札書には、入札参加者が消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを

問わず、見積もった契約希望金額の10８分の100に相当する金額を記載してくださ

い。なお、契約金額は、入札書に記載された金額に100分の８（１円未満の端数があ

るときは、その端数を切り捨てた金額）を加算した金額とします。 

８．入札書に記載した金額の訂正は認められませんので、金額の記載は誤りがないよう

十分注意してください。 

９．入札書の記載事項を訂正する場合（金額の訂正は除く。）の訂正印は、使用印鑑を

使用してください。なお、代理人が入札するときは、代理人使用印鑑を使用してくだ

さい。 

１０．入札書は、入札用封筒に入れて提出してください。なお、入札用封筒には、番号、

名称、入札参加者の住所、氏名を記載してください。 



 

１１．入札書提出後は、入札書の書換え、引換え又は撤回することはできません。 

    

【工事費内訳書】【工事費内訳書】【工事費内訳書】【工事費内訳書】    

１．様式は任意とし、商号又は名称並びに代表者氏名、住所、発注者名、工事番号、工

事名及び工事場所を記載してください。 

２．工事費内訳書には、数量総括表に掲げる費目、工種、種別及び細目並びに諸経費に

相当する項目の単位、員数、単価及び金額を記載するものとし、原則一式表示は認め

ません。 

３．工事費内訳書の合計額は、値引き、マイナス計上の項目（スクラップ控除等を除く。）

を設けないもので記載してください。 

４．数量総括表に一式表示されているもので、参考図書中の明細書等で費目、工種、種

別及び細目が把握できるものについては、相当する項目の単位、員数、単価及び金額

を記載してください。 

５．設計金額５百万円未満の指名競争入札においては、積算内訳が分かる直接工事費、

共通仮設費、現場管理費、一般管理費、その他経費等を記載してください。又は、工

事費内訳書取扱要領に示す様式1号により作成してください。 

６．電子入札により提出する場合は、１つのファイル(３MB以内)になるよう作成し提出

してください。 

７．一般競争入札又は指名競争入札により実施する全ての工事において、入札時に提出

が必要です。 

     

【無効入札】【無効入札】【無効入札】【無効入札】    

（紙入札） 

１．入札者が他人の代理を兼ね、又は２人以上の代理をしたとき。 

２．入札者又はその代理人が同一事項に対し2以上の入札をしたとき。 

３．入札書に記名押印がないとき、その他必要な事項を確認できないとき。 

４．入札書の首標金額が訂正されているとき。 

（電子入札） 

５．雲仙市競争入札参加資格者名簿に登載された営業所の代表者又は受任者の名義以外

のＩＣカードで入札を行ったとき。 

６．同一案件に対し入札参加者が電子入札及び紙入札による入札書の提出をしたとき。 

７．特定建設工事共同企業体における入札の場合は、代表構成員以外のＩＣカードで行

った入札。 

（共通事項） 

８．入札に参加する者に必要な資格のない者が入札したとき。    

９．入札者が法令の規定に違反したとき。 

１０．入札者が連合して入札したとき。 

１１．入札者が入札に際して不正の行為をしたとき。 

１２．入札者が市長の定めた入札条件に違反したとき。 

１３．入札者の納付した入札保証金が所定の額に達しないとき。 

１４．入札書が指定の日時後に到着したとき。 



 

１５．内訳書の提出が必要な場合において、内訳書の提出がないとき。 

１６．その他入札に関する条件に違反したとき。 

    

【電子入札開札時の立会い】【電子入札開札時の立会い】【電子入札開札時の立会い】【電子入札開札時の立会い】    

１．入札参加者が開札（ランダム係数決定）への立会いを希望する場合は、「電子入札

開札立会申込書」を入札書受付締切日時までに契約検査課に提出しなければなりませ

ん。 

    ２．開札時のランダム係数の決定については、希望があれば、その希望者がランダム係

数決定ボタンを押し、ランダム係数を決定することができます。 

 

【電子入札による制限付一般競争入札（事後審査型）の【電子入札による制限付一般競争入札（事後審査型）の【電子入札による制限付一般競争入札（事後審査型）の【電子入札による制限付一般競争入札（事後審査型）の落札候補者通知及び開札結果公表】落札候補者通知及び開札結果公表】落札候補者通知及び開札結果公表】落札候補者通知及び開札結果公表】    

１．開札後、予定価格以下で、かつ、最低制限価格以上の入札をした者のうち、最低の

価格をもって入札した者（落札候補者）に、電子入札システムより「競争参加資格審

査申請書提出依頼通知書」を通知します。    

    ２．開札結果については、開札予定日の翌日（ただし、その日が土曜日、日曜日及び祝

祭日並びに年末年始の日に当たるときは、その翌日）までにホームページにて公表し

ます。ただし、市長が特に認める場合は、この限りでない。 

    

【落札者の決定】【落札者の決定】【落札者の決定】【落札者の決定】    

 １．指名競争入札の落札者は、予定価格以下で最低の価格をもって入札をした者としま

す。ただし、最低制限価格を設けている場合は、予定価格以下で、かつ、最低制限価

格以上の入札をした者のうち、最低の価格をもって入札をした者を落札者とします。 

２．制限付一般競争入札（事後審査型）は、予定価格以下で、かつ、最低制限価格以上

の入札をした者のうち、最低の価格をもって入札した者を落札候補者とし、資格等の

書類審査の後、落札者を決定します。 

３．落札又は落札候補となるべき同価格の入札をした者が2人以上あるときは、くじ引

きにより落札者又は落札候補者を決定します。なお、くじ引きを辞退することはでき

ません。なお、電子入札においては、電子くじにより落札候補者を決定します。 

４．落札者には落札決定連絡票又は落札者決定通知書を渡しますので、速やかに担当課

と契約に必要なことについて打ち合わせを行ってください。 

 

【異議の申立】【異議の申立】【異議の申立】【異議の申立】    

１．入札後、入札公告等及び設計資料についての不明を理由として異議を申し立てるこ

とはできません。 

 

【契約保証金】【契約保証金】【契約保証金】【契約保証金】    

 １．落札者は契約を締結するとき、契約金額の100分の１０以上の契約保証金を契約締

結前に納付しなければなりません。 

２．国債、地方債、市長の承認した有価証券等を担保として提供することにより、契約

保証金の納付に代えることができます。 

３．次のいずれかに該当する場合は、契約保証金の全部又は一部を免除します。 



 

  (1) 次により、雲仙市を被保険者とする履行保証保険契約を結んだとき。 

①金融機関又は保証事業会社の保証 

②公共工事履行保証証券による保証 

③履行保証保険契約の締結 

  

 (2) 契約金額が、次のいずれかに該当したとき。 

   ①工事の場合は、契約金額が500万円未満のとき 

②建設コンサル、物品購入、業務委託（修繕を含む。）の場合は、契約金額（単価

契約については、予定数量に単価を乗じた額）が200万円未満のとき 

 (3) その他、雲仙市契約規則に該当したとき。 

４．契約保証金（これに代わる担保を含む。）は、契約の目的物の引渡し後に返還しま

す。 

 

【契約の締結】【契約の締結】【契約の締結】【契約の締結】    

 １．落札者は、落札決定連絡票又は落札者決定通知書に示す期限までに契約書及び必要

書類を契約検査課へ提出しなければなりません。期限を過ぎての契約書等提出は、原

則受け付けられませんので、十分注意してください。 

 ２．落札したにもかかわらず契約を締結しなかったときは、落札金額（単価による契約

にあっては、予定数量に単価を乗じた額）の100分の3に相当する額を損害金として

市に納付しなければなりません。 

    

 ※入札会場に持参するもの 

①入札書（予備も含む。）     ⑤使用印鑑又は代理人使用印鑑 

②見積書（必要に応じ。）     ⑥内訳書（必要に応じ。） 

③入札書提出用封筒        ⑦その他（入札に必要なもの。） 

④委任状（必要に応じ。）       

 

 

 

 

【問合せ・提出先】 

〒859-1107  

雲仙市吾妻町牛口名714番地 

雲仙市総務部契約検査課 

   Tel 0957-38-3111  Fax 0957-38-3228 

雲仙市ホームページ「入札・契約情報」 

http://www.city.unzen.nagasaki.jp/keiyaku/ 

 

 



 

別紙様式１ 

 

雲仙市長 金澤 秀三郎雲仙市長 金澤 秀三郎雲仙市長 金澤 秀三郎雲仙市長 金澤 秀三郎　 　 　 　 様様様様

工工工工 事事事事 番番番番 号号号号

工工工工 事事事事 名名名名

積算内訳書積算内訳書積算内訳書積算内訳書 （（（（消費税及消費税及消費税及消費税及びびびび地方消費税地方消費税地方消費税地方消費税をををを除除除除くくくく。）。）。）。）

直接工事費直接工事費直接工事費直接工事費 円円円円
共通仮設費共通仮設費共通仮設費共通仮設費 円円円円
現場管理費現場管理費現場管理費現場管理費 円円円円
一般管理費一般管理費一般管理費一般管理費 円円円円
そのそのそのその他経費他経費他経費他経費 円円円円

合計合計合計合計 円円円円

住住住住 所所所所

商商商商 号号号号 又又又又 はははは 名名名名 称称称称

代代代代 表表表表 者者者者 氏氏氏氏 名名名名

 


